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はじめに
日本とベトナムは、1973年9月21日に外交関係を樹立し昨年は40周年を迎えた。この間、両国の
間では経済・社会・文化のあらゆる面で交流がおこなわれてきたが、日本から見たベトナムは小さ
く、ベトナムから見た日本は大きく、量的また質的にも大きなギャップがある。
本報告者は、外国語大学の日本語教師であり、日本研究の専門家ではないが、両国の経済的また
政治的なつながりがますます重要性を増しているこの時期に、ベトナムにとっての日本がいかに大
きな存在であるか、いかに重要な国であると認識されているかを知っていただきたく、本報告をお
こなう。
ここでは、先ずはじめに、ベトナムの学校教育で日本のことがどのように扱われているのかを紹
介し、次に一般社会のベトナム人が日本という国をどのように捉えているのか、そして最後に、近
年のベトナム経済にとって日本がどのような存在であり、そうしたことを背景に日本や日本語を学
ぼうとする者がいかに多いかなどその実情について報告したいと思う。
１．ベトナムの学校で教えられている日本
１．１．ベトナムの教育制度
日本とベトナムの教育制度は少し違うので、最初にその説明をしておきたい。
フランス統治下で策定された教育制度の後、ベトナムの教育制度は3回の教育改革と1回の教科書
の改訂をおこなった。1950年の第1回では9年間を初等・中等教育とし、1956年の第2回では10年の
初等・中等教育を制度化した。それから第3回目が1979年で、現在の12年教育制度が成立した。ま
た、教科書の内容は、2002年に改訂された。
1979年からの12年教育制度は日本をはじめ世界中のほとんどの国と同様であるが、小・中・高の
学校の就業年数は、日本のような6・3・3制ではなく、ベトナムでは5・4・3制であり、小学校と中
学校の9年間が義務教育となっている。
ベトナムの教育制度は次のようになっている。
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１	ベトナムでは、小学校1年生の教科書を「教科書1」とし、それ以降、学年が上がるごとに「教科書2、3、4
…」となり、高校３年生が「教科書12」となる。
１．２．学校教育で取り上げられている日本
ベトナムで日本のことについて取り上げている教科書は、中学と高校の地理・歴史そして高校の
文学の各教科である。本報告では2002年に改訂された最新の教科書に記述されている分量と内容の
概略を見る。なお、高校で使われている教科書には、一般の学生向けの教科書と専門（理系または
文系）の学生向け22種類があるが、本報告では、一般の学生向けの教科書のみを扱う。
１．２．１．地理で教えられている日本
地理の教科書は、中学校では、ヨーロッパや東南アジアなど、地域ごとに記述されており、国別
の記述はされていない。ただ、日本については、教科書8（中学校3年）の第12課に「日本は地震と
火山が多い」ことなどが5行くらい触れられている。1
そして、高校2年になって、世界の主要国（ロシア、日本、中国、アメリカ、オーストラリアの5
か国）に関する記述があり、そこで各国の地理・経済・社会について述べている。ただ、次の表で
わかるようにオーストラリアの扱いは少ない。
オーストラリアを除く4か国は3つの項目が立てられ、通常は第1項目に自然と国民、第2項目に
経済、第3項目がまとめの練習問題という構成になっている。日本の場合、経済に関する記述が多
図1 ベトナム国民教育制度（教育法2005年より）
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く、これについては第1項目にも追加されている。
各国の記述に使っているページ数の比較は、以下のようである。
このうち「国民」の項目には、現在の日本の人口問題のほか、日本人の性格についても紹介して
いる。それよると、日本人は勤勉で、積極的に働き、強い責任感を持ち、教育への投資を重視して
いることなどが書かれている。また、練習問題では「日本人の性格は日本の経済・社会にどのよう
な影響を与えてきたか」という質問で、学生に考えさせるようにしているが、このような国民の性
格に関する質問は、他の国の記述には出てこない。
なお、日本経済は、2013年に入り世界第3位に下がったが、今の教科書では「現在日本は世界経
済金融の第2位である」と書かれたままである。
１．２．２．歴史で取り上げられている日本
では、次に歴史科目における日本の取り扱いを見てみよう。
表1 地理の教科書で扱っている5か国のページ数
表2 歴史の教科書で扱っている13か国のページ数
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２	以下の文章で用いた表現は、ベトナムが日本をどのように捉えているのかを伝えるために、日本側から見れ
ば異論もあろうかと思われる部分も、教科書に書かれている表現のまま、直訳に近い形で記述した。
表2にあるように、歴史で最も多くのページが割かれている国はロシアであり、それに中国、日
本、アメリカが続いている。ロシアが最も多いのは、同じ社会主義をめざしたベトナムに対し、ロ
シアが大きな影響を与えたからであろう。この中でロシア十月革命に関する記述は17ページ、続く
ソ連に関する記述は19ページを占めている。
次に、中国が第2位だが、これは、この国がベトナムを長期間(1000年間)支配し、その後も侵攻
を繰り返し、ベトナムの文化や習慣の形成に強大な影響を与えたからである。なお、中国史の内容
の40％は中世（封建時代）の記述になっている。
第4位はアメリカである。アメリカは世界で一番発展した国であり、世界に大きな影響を与えて
いる。しかし、抗米戦争（ベトナム戦争）などベトナムにとって無視できない存在のアメリカに関
する記述量が日本より少ないというのは意外である。
さて、ページ数で第3位の日本であるが、日本は地理的・歴史的に見てベトナムとはあまり大き
なつながりを持っていない。しかし、第二次世界大戦当時の一時期、インドシナに軍隊を侵攻させ
た国であり、その後は、他の国がまねできなかった奇蹟の経済発展を遂げている。これをベトナム
では”不思議な発展”の国であり、見習うべき国として捉えられている。
最後に、中学・高校の歴史の教科書に、日本がどのように記述されているのかを教科書の目次の
中から抜き出してみる。2
 歴史8（中学校3年）　
《パート1　世界史》
◆世界近代史（16世紀半ば～1917年）
第3章　アジア（18世紀～20世紀初頭）
12課　日本（19世紀末～20世紀初頭）（3ページ）
　　1．明治維新
表3 内容により各国のページ数
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　　2．帝国主義階段に入る
　　　  日中戦争の後の賠償金と朝鮮および中国で強奪した財産のおかげで、日本は力強く発展
し、侵略拡張政策を推進した。
　　3．日本の労働者の闘争
◆世界現代史（1917年～1945年）
第3章　二つの世界大戦の間のアジア
19課　二つの世界大戦の間の日本（1918年～1939年）（3ページ）
　　1．第1次世界大戦後の日本
　　2．1929年～1939年の日本（満州国／日中戦争／第二次世界大戦始まる）
 歴史9（中学校4年）　
《パート1　世界現代史》（1945年～現在）
第3章　アメリカ、日本、西ヨーロッパ（1945年～現在）
9課　日本（5ページ）
　　1．第二次世界大戦後の日本の状況
　　2．日本の再建と経済を発展
　　3．戦後の対内対外政策
 歴史11（高校2年）
《パート1　世界近代史》
第１章 アジア、アフリカ、ラテンアメリカの諸国（19世紀～20世紀初頭）
1課　日本（4ページ）
　　1．19世紀初頭から1868年までの日本
　　　 徳川の幕府体制が衰退期に入った。アメリカは軍事力で日本の門戸開放を要求
　　2．明治維新　
　　　 明治天皇は政治・経済・軍事・教育の全面を改革
　　3．帝国主義階段に入る
《パート2　世界現代史》（1917年～1945年）
第2章　二つの世界大戦の間の資本主義諸国の状況（1918年～1939年）
14課　二つの世界大戦の間の日本（1918年～1939年）（6ページ）
　　1．1918年から1929年までの日本
　　　  第1次世界大戦で日本は多くの利益を得た。工業は大きく発展した。労働者の運動も盛んに
なった。1924年から1929年にかけては日本の安定期である。
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　　2．世界大恐慌（1929年～1933年）及び日本における国家機関軍閥化
 歴史12（高校3年）　
《パート1　世界現代史》（1945年～2000年）
第3章　アジア・アフリカ・ラテンアメリカ諸国（1945年～2000年）
8課　日本（5ページ）
　　1．1945年から1952年までの日本
　　　  第2次世界大戦によって日本は大きな被害を受けた。連合軍は日本の軍閥や財閥をを解体
し、農地改革、労働の民主化を行う。日本国とアメリカ合衆国との間の安全保障条約によ
り日本は占領軍としての米軍駐留や軍事基地の設置に同意した。
　　2．1952年から1973年までの日本
　　　 日本の経済高度成長期（1960～1973）（ベトナム語では”不思議な発展”という）
　　3．1973年から1991年までの日本
　　　 80年代後半からは金と外貨保有高が世界第一位になった。
　　　 1973年9月21日にベトナムと外交関係を樹立した。
　　4．1991年から2000年までの日本
　　　  90年代から日本経済は衰退期に入った。科学技術は高いレベルで発展しつづける。伝統文
化と現代文化を融合させる。この時期の政治はあまり安定していない。アメリカと西ヨー
ロッパの関係を重視する。
１．２．３．ベトナム史に出てくる日本
以上、歴史教科書の世界史を見てきたが、教科書9（中学4年生）と教科書12（高校3年生）のベ
トナム史にも日本が登場する。1940年から1945年にかけて日本軍がベトナムに侵攻したときのこと
である。
教科書によれば、1940年9月の終わりに、日本軍がベトナムに侵攻した後、日本は軍事物資の調
達とベトナムの革命運動弾圧のため、フランスの統治機構を保持したという。日本軍は農地を強奪
し、農民たちが植えた稲とトウモロコシを抜き取らせ、代わりにジュート（麻）やキャスター オ
イル（ひまし油）の原料となる作物を植えさせた。また、日本はフランスにセメント、鉄、ゴム、
木炭などの軍事物資を供出させた。そして、いくつかの日本企業は軍事物資の工場に投資した。日
本とフランスの支配の下、当時のベトナム民衆の生活はとても苦しかった。こうしたことから1944
年末～1945年初頭にかけて、200万人以上のベトナム人が餓死したという。当時のベトナムでは、
帝国主義の手下、大地主、商業資本家以外のベトナム人全体が、フランス―日本の政府による搾取
を受けた。
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また、歴史教科書9（中学4年）には、1945年3月、日本がフランスを追放する際、ベトナム人を
だましたため「我々国民はますます日本とその手下を憎んだ」との記述も見られる。ただ、これは
ベトナム史にかかわった日本の一番大きい事件が1945年の飢餓事件であることを述べているのであ
り、中国、フランス、アメリカが与えた被害と比べれば、その記述量はとても少ない。
１．２．４．文学の教科書における日本
2002年までの教科書には日本文学に関する記述はなかったが、教科書改訂の際、文学教科書10
（高校1年）に俳句が紹介された。俳句は「もっと読む」という項目の中で、1ページ目は松尾芭蕉
について、2ページ目はベトナム語に翻訳した芭蕉の俳句が8つ紹介されている。これを読んだ生徒
の中には、「こんな短い5－7－5という表現が詩になるというのはおかしい」という者もいた。
２．ベトナム人から見た日本
ここでは、インターネットのWeb サイトなどに掲載されている情報をもとに、一般のベトナム人
が日本という国や人々をどのように見ているかを述べる。
２．１．日本の自然
日本の自然といえば、春夏秋冬のすばらしい四季の景色である。日本に来たベトナム人は、
フォーラムやフェイスブックなどに日本の景色の写真をしばしば投稿し、紹介している。また、
ユーチューブにもベトナム語で日本の景色を紹介するビデオをたくさん載せている。
そして、日本に住み始めたばかりの人のフェイスブックのページを見ると、日本では地震が
しょっちゅう起こることに驚き、心配する人もたくさんいる。しかし、やっと体験できたと言っ
て、喜んでいる人もいる。
また、地震といえば、2011年3月11日の大震災とき、ベトナムの国営放送（VTV）は、毎日のよう
に大震災の詳細を報じていたので、ベトナム人の間には、このときの情報が詳しく伝わっている。
２．２．日本人の日常生活
２．２．１．飲食
ベトナムのハノイ、ホーチミンそしてダナンなどの大都市には日本料理のレストランがたくさん
ある。私が住んでいるフエ市(人口約30万人)にも2軒ある。それらのレストランにあるメニューに
共通してあるのは、寿司、刺身、てんぷら、そば、お好み焼き、豚カツなどである。また、日本料
理の作り方を説明するベトナム語のWebサイトも少なくない。
また、うそか本当か知らないが、日本には“女体盛り”というものがあり、日本に行くと、横に
なった裸の女性の体の上に盛りつけた寿司が食べられるという情報も流されている。
それから、日本のおやつとしてベトナム人に人気があるのは、鯛焼きやどら焼きである。このう
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ち、どら焼きは、後で述べるがベトナムで最も有名な漫画「ドラえもん」に出てくることから有名
になったと考えられる。しかし、これらの中身は、あんこでないことが多く、チーズなどベトナム
人の好みに合わせてある。
２．２．２．衣服
ベトナム人にとって日本の衣服も魅力である。とくに浴衣は手軽に着られるので、一度着てみた
いという若者が多く、無料で浴衣を着て写真を撮ることのできる喫茶店もあるほどである。
図2　鯛焼きの店（フエ市内）
（筆者撮影）
図3　どら焼きの店(ハノイ市内)
（http://3.bp.blogspot.com/-DCdSvnnDv4k/UNiQm2ts-bI/AAAAAAAAShM/
aBSMdiJT39c/s1600/banh-ran-doraemon-dorayaki-1.jpg）
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日本の高校生の制服もベトナムの生徒にとっては興味ある存在である。ハノイ、ホーチミン、フ
エにあるいくつかの高校では、日本と同じような制服を採用している。学生たちはそれを喜んで着
ている。フエ市では、故ホーチミン主席の出身校であるQuốc Học（コクホック：国学）高校の制服
も日本の高校と同じような制服を採用している。
このほか、日本の漫画やアニメに興味のある人はコスプレイを、また、ファッションに興味のあ
る人は日本のファッション雑誌を個人のフォーラムやフェイスブックなどで紹介している。
図4 浴衣を無料に着られる喫茶店（フエ市）
（http://www.tiin.vn/chuyen-muc/song/thieu-nu-hue-la-mat-trong-trang-phuc-yukata.html）
図5 フエのコクホック高校の制服
（http://hues.vn/teen-quoc-hoc-dien-dong-phuc-
moi-den-truong/）
図6 ハノイの高校の制服
（http://news.zing.vn/So-dong-phuc-de-thuong-
cua-teen-Ha-Noi-va-TPHCM-post348307.html）
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２．２．３．社会人の生活
最近、ベトナムから日本に留学する若者が多くなったので、ベトナムには日本への留学を仲介す
る会社が多くなった。そして、そのような会社のサイトには、一般的な日本人の生活についての
紹介がある。そこには「日本人の平均寿命は世界で一番長く、平均月収は4,400USD、そのうちの
16.5％を保険料として支出している。現在の日本人の心配事は、まず自分の健康、定年後の生活、
家族の健康、収入、それから子供の勉強・就職・結婚である。日本人の学生は勤勉で、多くの時間
を勉強に費やし、塾に行く学生が多い。また、日本人の9割は会社員であり、通勤に時間がかかる
ので、家族との団らんや娯楽のための時間が少なくなる」（Công ty tư vấn, tuyển sinh du học 
Hồng Nhung社のサイト）などと紹介されている。
２．３．日本の文化
２．３．１．伝統的な文化
ベトナムでよく紹介されている日本の伝統的な文化は、茶道、生け花、折り紙、そして俳句であ
る。ホーチミンとハノイには茶道クラブがある。
生け花は大学や日本祭りでも紹介されることが多く、生け花を知っているベトナム人は増えてい
る。
折り紙は以前からよく知られていて、ベトナム語で解説した折り紙の本は数多くある。
図8 国際交流基金の茶道クラブ（ハノイ）
（http://kenh14.vn/doi-song/tra-dao-nhat-ban-thu-
vui-thanh-tao-cua-teen-viet-he-nay-
20110625102429429.chn）
図7  ホーチミン市友好連合委員会・越日友好協会支部 
サイゴン裏千家茶道同好会
(https://www.facebook.com/CLBTraDao/photos/pb.
449916825056122.-2207520000.1418861547.
/766695063378295/?type=3&theater）
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3 Ngo Tra My「ベトナムにおける日本文学の目次」(ホーチミン社会科学人文大学、2011)
http://khoavanhoc-ngonngu.edu.vn/home/index.php?option=com_content&view=article&id=2685%3Ath-mc-
vn-hc-nht-bn-vit-nam&catid=123%3Aht-vn-hc-vit-nam-nht-bn-trong-bi-cnh-ong-a&Itemid=188&lang=vi
２．３．２．文学・芸術など
ベトナムでは、国際交流基金の主催する「日本まつり」など、日本に関連のあるさまざまなイベ
ントの際、俳句に関する講演会やコンテストがおこなわれている。ある俳句に関するWebサイトな
どは、俳句のクラブも紹介している。
また、日本の小説について、ホーチミン人文社会科学大学のNgo Tra My氏による2011年の統計
では、ベトナムで翻訳・出版された日本文学の本は164冊あったという。具体的には芥川龍之介、
太宰治、片山恭一、川端康成、村上春樹、吉本ばなななどの作品である。特に、村上春樹の「ノル
ウェーの森」がよく知られている3。
日本映画は、日本に関するWebサイトでは、ベトナム語の字幕付きのものが多数掲載されてい
る。また、国営放送(VTV)ではこれまで日本の映画をあまり放送してこなかったが、昨年の越日外
交樹立40周年記念以来、日本映画の番組を週に2回程度流し始めている。
また、昔、大流行した「おしん」というテレビ映画から、お手伝いさんの代名詞として「おし
ん」という言葉が今でも一般的に使われている。
２．３．３．日本製品の品質
　ベトナムでは高品質な物といえば、アメリカか日本の製品である。ベトナム人が買い物をする
とき、「これは日本製だよ」と店員が言うと、それはいい物だという意味であり、安心できる。ま
た、「これはいい物だ」言うときは、日本かアメリカの品質を基準にしている。
図9　折り紙の本
（http://websosanh.vn/s/ngh%E1%BB%87+thu%E1%BA%ADt+g%E1%BA%A5p+gi%E1%BA%A5y.htm）
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上のパン袋には「日本の品質―ベトナムの味」と書いてある。このパン屋は日本のパン屋とは関
係がないが、品質が「日本の品質」だといって宣伝しているのである。
また、ベトナムでは、車よりバイクの方がまだまだ多いが、少なくとも10年くらい前までは、こ
のバイクのことをほとんどのベトナム人が「Honda」と呼んでいた。今では「Xe May（モーターバ
イク）」という用語を使う人が多くなったが、ときに「Honda」という言葉も耳にする。
Hondaのバイクは、60年代にベトナムに入ってきたが、以来、品質と簡便さが評価され、一般の
ベトナム人に愛された。今ではYamahaも走っているが、当時、「Honda Cub」などを持っている人
は鼻を高くしていたので、「バイク」の代名詞として「Honda」が定着したのであろう。
図10　あるパン屋のパン袋（フエ市）
（筆者撮影）
図11 バイク修理店の看板
（http://diachiso.vn/ha-noi/dong-da/hang-bot.
html?q=S%E1%BB%ADa%20ch%E1%BB%AFa%20xe%20m%C3%A1y）
図12　バイクと自転車の駐車場
（JICAボランティア福島氏提供）
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２．３．４．子どもの文化
日本の漫画ファンではない人でも、ベトナム人なら「ドラえもん」「コナン」「ドラゴンボー
ル」という三つの漫画はだれでも知っている。この3つの漫画はベトナム人の子供の頃の娯楽の一
部を占めていた。特に、子供にとって最も親しまれ続けているのは「ドラえもん」である。
また、アニメについては、ベトナム人の幼いころの思い出として「ドラえもん」「ファイナル
ファンタジー」「ポケモン」「セーラームーン」「とんでブーリン」などがある。
子供の好きな映画では「百十戦隊ガオレンジャー」があった。
２．４．日本のスポーツ
今や世界のスポーツになった空手道や柔道など日本のスポーツは、ベトナムでも日本の武術クラ
ブとして多くの人に楽しまれている。このほか、合気道、剣道などの人気も上昇中である。ベトナ
ムでおこなわれていないスポーツは相撲であるが、相撲取りを模したかわいいマスコットがしばし
ばウェブサイトなどで見られ、教科書には相撲取りの写真もある。また、日本企業のペンキの広告
にも相撲取りが使われているのだから、相撲はベトナム人にいい印象を与えているのであろう。
図13 「コナン」が並んでいる（フエの書店）
（JICAボランティア福島氏提供）
図14 「ドラえもん」が並んでいる
（JICAボランティア福島氏提供）
図15 「ドラえもん」に夢中な子供たち
（JICAボランティア福島氏提供）
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２．５．日本の教育
最近、ベトナムでは、日本を見習って、「日本のような子ども教育」をしようという考えを持つ
親が多くなった。2011年の大震災のとき、混乱の中にある日本人の行動を見て、日本人はこんなに
もすばらしい道徳心を持っているのか、さぞ教育が優れているのだろうとベトナムでは受け止めら
れ、『日本風の子供の教育法』などと題した本も出版されている。
図16 合気道を練習する筆者（フエ市）
（JICAボランティア福島氏提供）
図17 『日本風の子供の教育法』
（http://ponsuke2.s98.xrea.com/sg31/img.php?s=D%E1%BA%A0Y）
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また、後で述べるが、日本はベトナム人が最も留学したい国の一つである。日本政府の留学生30
万人計画のおかげもあって、近年、日本に留学するベトナム人が急増している。
２．６．日本の政治・経済
ベトナムの国営放送（VTV）はほとんど毎日日本に関するニュースを報道している。最近よく報
じられているのは、沖縄の米軍基地問題、尖閣諸島問題である。また、越日外交樹立40周年記念の
際、日本のTBS放送局とベトナムのVTV放送局が協力して作製した「パートナー」という映画があ
る。これは、1900年初頭ベトナムの独立運動を起こそうとして来日したファン・ボイ・チャウとい
う人物を描いたもので、日本に関心を持っているベトナム人の多くが鑑賞したといわれている。
２．７．ゴミ処理問題
環境は世界の問題である。日本もこの問題に対するさまざまな対策を施しているが、中でも、ベ
トナムにとって、見習うべきものはゴミ処理対策である。日本のゴミ処理については、多くのベト
ナム国内の各都市のWebサイトや放送局のWebサイトで紹介されている。日本に来たベトナム人は、
日本のゴミの分別収集に戸惑い、またゴミの処理方法や再利用などゴミに対する取り組み方を賞賛
している。
２．８．日本人
２．８．１．日本の女性と男性
ベトナムには「Ăn cơm Tàu, ở nhà Tây, lấy vợ Nhật」ということばがある。それは「中国料理
を食べ、西洋の家に住み、日本人の奥さんと結婚するのが最高だ」という意味である。しかし、先
に紹介した留学仲介業者のサイトでは、「現代の日本女性は変わった。西洋化の影響で、ファッ
ションや結婚や就職についての意識が変わり、この言葉はすでに今の日本女性には合わないだろ
う」と言っている。
ベトナムのWebサイトでは、今の日本人男性のファッションや髪型また使用する化粧品の評判は
よくなく、体は貧弱で、女性のようなおしゃれを好み、多くの男性が女性に興味を示さないなどと
言っている。
２．８．２．日本人の性格
先に見た教科書でも日本人の性格については少し述べられていたが、インターネットで留学仲介
業者のほか就職ブローカーのWebサイトなどには、以下のように、さらに詳しく述べられている。
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4 http://advice.vietnamworks.com/vi/career/bai-hoc-thanh-cong/tinh-cach-nguoi-nhat.html
http://tmshr.com.vn/vietnam/ac45/tincongty/Kinh-nghiem-lam-viec-o-cac-cong-ty-Nhat-Ban-.html
・集団の精神：日本人は自分の利益より集団の利益を重視する。4
・上下関係の重視：いつも上司の意見を聞いてからしか仕事をしない。先輩の言うことには従う。
・曖昧さ：西洋人と違って、自分の意見をはっきり言わないで、曖昧に言う。それは相手を傷つ
けないで、仕事を順調に進める方法の一つであろう。
・時間を守る：約束や面接や出勤の時間に遅れてはいけない。
・仕事の重視：その日の仕事が終わらなければ、その日の勤務は終わらない。つまり、仕事は明
日に残さず、残業してでもその日に終えなければならない。
・ルールを守り、連絡を密にし、責任を持つ。予定や計画を立てるのが好き。
３．日本とベトナムの経済的関係と留学生数および日本語学習者数
３．１．経済的関係
◆日本政府による経済援助（出典：外務省「各国・地域情勢」「基礎データ」より）
日本のＯＤＡによる援助実績で日本はベトナムにとって最大の援助国（2010年、DAC集計ベー
ス）であり、1992年11月以降経済協力再開以来、2012年度の円借款は2,000億円（交換公文ベー
ス）に達した。（ベトナムへの主要援助国：日本・フランス・オーストラリア・ドイツ・韓国）。
◆貿易関係
貿易では、日本の対ベトナム貿易の国別構成比は輸出・輸入が全体のわずか1.3%・1.7%である
のに対し、ベトナムの対日貿易の国別構成比は、輸出が全体の11.4%で2位、輸入が10.2%で3位の
位置を占めている。(2012年日本貿易振興機構(JETRO)調べ)
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5 http://nna.jp/free/news/20131111icn005A.html
6 http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data11.html
◆ベトナムへの日本企業の進出状況
2008年に820社であった日本企業が2013年には1,077社に増えている。
企業数：1,077社
企業名：キヤノン、パナソニック、ホンダ、トヨタ、富士通、日本電産、ブリヂストン、富士ゼ
ロックス、マブチモーターなど
備考：ベトナム日本商工会(ハノイ、ハイフォン、北部ベトナム) 449社、ホーチミン日本商工会 
571社、ダナン日本商工会 57社
（以上、2013年日本貿易振興機構(JETRO)調べ）
３．２．日本への留学生数
◆日本語学校への留学生
NNA.ASIAベトナムの経済ビジネス情報（2013年11月11日）によると、日本語教育振興協会が日
本国内の日本語学校に照会した結果では、2012年10月より1年間の日本語学校に通うベトナム人留
学生へのビザ発給件数は9,018件で、前の1年間の1,816件の約5倍となったと明らかにしている。
また、日本国内に約400カ所ある日本語学校などに通う外国人留学生は、2013年7月末時点で約4万
2,600人とベトナム人が4分の1を占めている。その理由として、同協会の担当者は、「日系企業の
ベトナムへの進出の広がりとベトナム政府が日本など海外への送り出しに熱心であることが、日本
留学の急増につながったのではないか」とみている。5
◆大学などへの留学生
そして、日本に留学しているベトナム人大学生(大学院生・短期大学、高等専門学校、専修学校
生を含む)は4,033人(2012年1月現在)。前年を12.1%上回り、世界第4位になっている。
【出身国（地域）別留学生数上位5位】（文部科学省）6
　　 国名　　　学生数　 （増加数(前年比)増減）
　　 中国 　 　87,533人（ 1,360人（ 1.6%）増）
　　 韓国 　 　17,640人（▲2,562人（▲12.7%）減）
　　 台湾　　 　4,571人（▲726人（▲13.7%）減）
　　 ベトナム 　4,033人（ 436人（ 12.1%）増）
　　 マレーシア 2,417人（▲48人（▲1.9%）減）
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7 http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/country/2011/vietnam.html
３．３．ベトナム国内の日本語学習者数
2011年国際交流基金調べによると、以下の結果が分かった。
学習人口は4万5千人近くに達し、日本との経済交流、文化交流等の拡大を反映し最近3年間で約1
万5千人増加している。ベトナムでの日系企業への求職や転職、職場での昇給のために日本語を学
習する者が多く、特に北部において日本語学習者の増加が目立っている。現在では、ハイフォン、
フエ、ダナン、ダラット、カントー、バリア・ブンタウなどの地方都市においても日本語教育が実
施されている。
2008年3月にはハノイに国際交流基金ベトナム日本文化交流センターが開設され、日本語教育分
野への支援を中心とした文化交流事業を展開している。7
おわりに
以上、第1章ではベトナムの教科書に見る日本、第2章ではさまざまなWebサイトに見る一般のベ
トナム人が考えている日本、そして第3章では日越の経済的関係およびそれに伴って日本・日本語
を学習しようとする学生の姿を見てきた。
本報告を通じ、ベトナム人にとって日本がいかに重要な国と捉えられているのか知っていただ
き、これからの日越友好関係をさらに深めることができれば幸いである。
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